
全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会 

専
務
理
事

東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合　

 

事
務
局
長

清
野 

泰
樹

専
務
理
事
就
任 

挨
拶

令
和
８
年
６
月
開
催
の
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連

合
会
の
第
48
回
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
専
務
理
事

を
新
た
に
拝
命
致
し
ま
し
た
清
野
泰
樹
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
、
大
変
有
難
い
ご
縁
を
頂
き
、
本
連
合
会
の
仕

事
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
重
責
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
前
職
の
鉄
鋼
専
門
商
社
で
ぶ
り
き
鋼
板
を
10

年
近
く
扱
っ
た
経
験
が
あ
り
、
一
般
缶
が
持
つ
確
か
な

価
値
や
モ
ノ
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
肌
で
感
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
業
界
の
知
見
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
連
合
会
の
運
営
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。

現
在
、
一
般
缶
業
界
を
取
り
巻
く
コ
ス
ト
の
高
騰
や

人
材
不
足
な
ど
の
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
困
難

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
会
員
の
皆
様
と
共
に
、
一

般
缶
が
持
つ
魅
力
を
広
く
世
の
中
に
発
信
し
、
新
た
な

需
要
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

連
合
会
活
動
に
お
い
て
は
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が

ら
、
誠
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全日本一般缶工業団体連合会 第48回定時総会
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合

会
は
令
和
８
年
６
月
５
日
、
東
京
・

文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館
で

第
48
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
理
事
は
10
人
。
清
野
泰
樹
東

日
本
組
合
事
務
局
長
の
司
会
で
進

行
。
清
水
雄
一
郎
副
会
長
が
開
会

の
辞
を
述
べ
、
最
上
裕
光
会
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
を
務
め
た
。

提
出
議
案
の
「
令
和
７
年
度
事
業

報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認

の
件
」「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及

び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
全
日
本

一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
の

件
」
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

期
中
退
任
に
伴
う
「
役
員
補
充

選
挙
の
件
」
は
、
推
薦
会
議
で
推

薦
さ
れ
た
候
補
者
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
原
案
ど
お
り

選
任
さ
れ
た
。

専
務
理
事　
清
野 

泰
樹

（
東
日
本
組
合
事
務
局
長
）

監　
　
事　
横
川 

達
也

（
東
日
本
組
合
理
事
）

最
後
に
安
藤
宏
行
副
会
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

連合会総会会場にて
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側島製罐の山口氏（前列左から３人目）と日東製罐の安藤氏（後列左から４人目）

愛知県が誇る優れた製造企業
を認定する「愛知ブランド企業
（2025 年度）」に、会員である側
島製罐㈱と日東製罐販売㈱の製
造部門である日東製罐㈱の２社
が選ばれました。本制度は、優
れた理念やリーダーシップのも
と、独自の強みを発揮してイノ
ベーションや顧客価値の創造に
取り組む企業を認定・表彰する
ものです。認定式は２月５日に
開催されました。

愛知ブランド2025に
側島製罐・日東製罐が認定！ 

中部製罐工業協同組合

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
８

年
５
月
21
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二

健
保
会
館
で
第
48
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
28
人
。
竹
内

雅
夫
副
理
事
長
の
司
会
で
進
行
し
、
水
戸
部

伸
寿
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、
最
上
裕
光

理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
議
事

進
行
。
上
程
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
事
業
報

告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
令
和

８
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費

の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
令
和
８

年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」

は
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

期
中
退
任
に
伴
う「
理
事
補
充
選
挙
の
件
」は
、

選
考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で
以
下

の
理
事
1
人
が
選
出
さ
れ
た
。

理
事
：�

海
老
塚
与
将
（
エ
ム
・
イ
ー
・
Ｃ
Ａ

Ｎ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
）
。

最
後
に
神
宮
善
太
郎
副
理
事
長
が
閉
会
を

告
げ
終
了
し
た
。

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
第
58

期
通
常
総
会
を
令
和
８
年
５
月
19
日
、
大
阪

市
北
区
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
」
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。

出
席
者
19
名
（
委
任
状
出
席
を
含
む
）
の

も
と
、
議
長
に
清
水
雄
一
郎
理
事
長
が
推
さ

れ
、
議
事
に
入
っ
た
。

（
1
）�

令
和
７
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
書

の
承
認
の
件

議
長
の
指
名
に
よ
り
事
務
局
か
ら
事
業
報

告
書
及
び
決
算
書
類
を
朗
読
、
説
明
し
、
次

い
で
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
監
査
結
果
、
適

正
で
あ
る
旨
を
報
告
し
全
員
異
議
な
く
承
認

し
た
。

（
2
）�

令
和
８
年
度
予
算
案
並
び
に
事
業
計
画

承
認
の
件

事
務
局
が
朗
読
、
説
明
し
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。　

以
上
の
通
り
全
議
案
が
終
了
し
た
後
、
閉

会
の
辞
を
小
西
康
晴
副
理
事
長
が
述
べ
総
会

を
終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
に
移
り
、
出
席
組
合

員
に
加
え
、
賛
助
会
員
13
名
の
方
が
来
賓
と

し
て
出
席
、
懇
親
を
深
め
た
後
、
散
会
し
た
。

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
令
和
８
年
５

月
26
日
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
O
K
B
ハ
ー

モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
第
76
回
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
全
組
合
員
７
人
。
安
藤
宏

行
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、
挨
拶
し
た
の
ち

議
長
と
な
り
議
事
進
行
。
上
程
さ
れ
た
「
令

和
７
年
度
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告
書

承
認
の
件
」、「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
及

び
収
支
予
算
案
承
認
の
件
」
は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
議
長
は
、
以
上

で
全
議
案
の
審
議
を
終
了
し
た
旨
を
述
べ
、

閉
会
を
宣
言
し
散
会
し
た
。

東日本通常総会

西日本通常総会

会
員
組
合
通
常
総
会
・
理
事
会
報
告

会
員
組
合
通
常
総
会
・
理
事
会
報
告
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全日本一般缶工業団体連合会

株式会社
ブリッジ・ソリューション
代表取締役
坂本俊雄氏

特別講演

一般缶イノベーションフォーラム２０２６を開催

全日本一般缶工業団体連
合会は令和８年７月 10 日、
東京・千代田区大手町の
LEVEL XXI東京會舘で「一
般缶イノベーションフォー
ラム２０２６」を開催し、

会員会社など 49 社・124 人が参加した。第１部は、
渋谷剛志運営委員が司会を務め、主催者代表である最
上裕光会長の挨拶に続き、株式会社ブリッジ・ソリュー
ション代表取締役坂本俊雄氏が「ものづくり現場にお
けるロボット・ＡＩ活用とは」をテーマに講演を行っ
た。坂本氏は製造業におけるロボットやAI の導入支
援を専門とし、経済産業省（近畿経済産業局）のロボッ
ト導入支援事業に関わった他、中小企業基盤整備機構
のアドバイザーとして、様々な企業の自動化支援を
行っており、今回の講演で坂本氏は、従来は外注や社
内の専門担当が必要だった、プログラミングやデータ

分析、そこから導き出されるリ
スク予測や課題解決に向けたア
プローチの提案といったこと
が、AI に指示を出す（ポンチ
絵を描くなど）だけで可能に
なったことなどを例示し、「ロ
ボットやAI は、もはや専門家
だけのものではなく、製造現場
の人間が指示を出して使いこな

すパートナーになりつつあり、使わないこと自体がリ
スク。今すぐ動き出すべきである。」と説き、加えて「但
しAI の活用がパワーを生み出すのはデータがあって
こそであり、設備の状態、作業工程、さらには営業デー
タなど何でもいいからとにかく工場のデータを今から
たくさん取っておくことが、将来AIがさらに賢くなっ
た際に大きな恩恵を受けるための絶対条件である。」
と説明した。
続く第２部の交流パーティーでは、来賓を代表し経
済産業省製造産業局金属課の鍋島学課長が「業界が抱
える様々な課題に対応すべく、経産省としても色々な
施策を行っていくので、
何かあれば遠慮なく相談
してほしい」と挨拶し
た。続いてＪＦＥスチー
ル㈱薄板・缶用鋼板営業
部第 1営業室の中本達也
室長が乾杯の発声に先立
ち、本日の特別講演に絡
め「今回の挨拶を準備す
る際、チャット GPT に
一応確認をしながら準備
したが、非常に真っ当な
文案がわずか数十秒で出
てくる」とAI の機能を
認めつつも、「業界にお
いてはやはり人と人、横
の繋がり、斜めの繋がり
を大事にしていくのが重
要だ」と挨拶とした。
中締めでは、安藤宏行
副会長が「先の見えない
変化の激しい現代を乗り
切るために、今日の講演
会は非常にためになっ
た。」と挨拶を行い散会
した。

来賓挨拶
鍋島 学 金属課長

テ
ー
マ
は

「
も
の
づ
く
り
現
場
に
お
け
る

　
ロ
ボ
ッ
ト
・
A
I
活
用
と
は
」

主催者挨拶
最上 裕光 会長

ＪＦＥスチール㈱
薄板・缶用鋼板営業部第1営業室

中本 達也 室長

中締め
安藤 宏行 副会長

司会者
渋谷 剛志 運営委員
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東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令

和
８
年
２
月
５
日
、
東
京
・
中
央
区
の

明
治
座
「
菊
の
間
」
で
第
45
回
優
良
従

業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長

の
司
会
で
進
行
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長

が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
最
上

裕
光
理
事
長
が
受
賞
者
に
激
励
の
挨
拶

を
行
っ
た
の
ち
、
組
合
員
各
社
か
ら
推

薦
さ
れ
た
優
良
従
業
員
11
人
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、

金
方
堂
松
本
工
業
㈱
の
杉
本
佳
昭
氏
が

受
賞
者
の
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
東
京
都
産
業

労
働
局
商
工
部
事
業
推
進
担
当
課
の
佐

古
将
典
課
長
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
橋
北　

隆
参
事
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
が
あ
っ
た
。

続
い
て
司
会
者
か
ら
同
組
合
の
上
部

団
体
で
あ
る
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体

連
合
会
最
上
裕
光
会
長
か
ら
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
あ
と
、
水
戸
部
伸
寿
副
理

事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
表
彰
式
は
終

了
し
た
。
最
後
に
出
席
し
た
受
賞
者
ら

は
記
念
撮
影
を
終
え
て
、
明
治
座
「
氷

川
き
よ
し
特
別
講
演
」
を
楽
し
ん
だ
。

受賞者は以下の通り。（敬称略）
杉本佳昭（金方堂松本工業㈱）、増井佑香（同社）、伊藤一郎（東邦金属工業㈱）、小貫隆司（同社）、

北林典恵（日進製缶㈱）、正木彩子（日進製缶㈱）、鈴木惇也（㈱ヒロハマ）、松尾　亮（同社）、
梅沢貴子（水戸部製缶㈱）、熊野貴裕（同社）、田所敏之（同社）

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

第45回優良従業員表彰式を開催
最
上
理
事
長
か
ら

優
良
従
業
員
人
に

　
　 

表
彰
状
を
授
与

全日本一般缶工業団体連合会は令和８年６月５
日、東京・文京区湯島の鉄二健保会館で第 49 回全
国流通委員会・部会協議会を開催。東日本組合、中
部製罐組合、西日本組合から 17 社 27 人が出席、全
国流通委員会・部会協議会の筒井久委員が進行役を
務めた。
始めの特別講演では、㈱ゼンユー代表取締役社長　
砂川秀樹氏が、今回のテーマである「ＡＩカメラ検
査装置の自社開発」に至った背景を説明。次いでゼ
ンユーグループの神崎製缶㈱山梨工場長　河西千里

氏が、「専門知識がなくても、現場の熱意と試行錯
誤でＡＩカメラを用いた検査装置の自社開発を実現
し、付加価値の高い業務へ人員をシフトさせるため
の余剰時間が創出できた事例」を紹介した。
続いて全体会議に入り、東日本組合の最上裕光理
事長、中部組合の安藤宏行理事長、西日本組合の清
水雄一郎理事長がそれぞれ近況を報告した。
このあと５グループに別れ「この一年での採算改
善の状況について。コストアップ（原材料・運賃・
賃金・エネルギー価格）の状況とそれを吸収するた
めの自社努力の取り組み」「各社の取引先業界の状
況」「各社の経営課題」「労務費の上昇への対応状況
（自社でまかなっているか）」についてグループ討議
に入り、まとめとして、Ａグループ長の㈱ヒロハマ
中浦康一氏、Ｂグループ長の㈱神宮製作所中村匡宏
氏、Ｃグループ長の大阪製罐㈱石橋寿恵夫氏、Ｄグ
ループ長の㈱ゼンユー山本正和氏、Ｅグループ長の
生野金属㈱多田羅憲作氏がそれぞれ討議結果を報告
した。
最後に清水雄一郎副会長が閉会の辞を述べ終了し
た。

全日本一般缶工業団体連合会

活発なグループ討議中の会場

第第4949回全国流通委員会・部会協議会を開催回全国流通委員会・部会協議会を開催
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令和７年１２月～令和８年５月までの
一般缶生産出荷実績

 （単位：t）

年 月 生 産 出　荷 在　庫販　売 その他

経 
済 

産 

業 

省 

デ 

ー 

タ

7. 12 ３，９１９ ４，０４１ ０ １０，８０４
（４，１３６） （４，２４３） （０） （１０，１８７）

8.  1 ３，６６１ ３，５６３ 　０ 　１０，９１７
（３，６７８） （３，７３７）（２０） （１０，０４３）

2 ３，７４４ ３，５２４ ０ １１，１２６
（３，６３９） （３，６６１）（２４） （ ９，９９７）

3 ３，９６９ ３，８３４ ０ １１，２６４
（３，９６０） （３，９５８）（２１） （ ９，９７８）

4 ４，１５３ ４，０９８ ０ 　１１，３０６
（４，２３２） （４，０４７） （１） （１０，１６１）

5 ３，４１８ ３，５２６ ０ 　１１，１９５
（３，６２５） （３，４５９） （０） （１０，３０８）

年 月 生 産 出荷 在　庫販　売 その他

連 

合 

会 

デ 

ー 

タ

7. 12 ３，００７ ３，０３０ ８，０２８
（３，０３９） （３，０９０） （７，７３５）

8.  1 ２，６８６ ２，５９５ ８，０８３
（２，６８１） （２，７６１） （７，５７９）

2 ２，５２１ ２，４０３ 　　８，１００
（２，５８８） （２，５７６） （７，５８２）

3 ２，７０２ ２，５８８ ８，２０５
（２，７４４） （２，７３４） （７，５９２）

4 ２，７３６ ２，７０４ 　　８，２５８
（２，７３９） （２，６１０） （７，７２７）

5 ２，４８４ ２，５１０ 　　８，１８４
（２，５７１） （２，４６６） （７，８８６）

（　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

全日本一般缶工業団体連合会はエコの最前線が集結し、
持続可能な未来を拓く社会課題解決に向けた展示会「エコ
プロ２０２６」にスチール缶リサイクル協会、全国十八リッ
トル缶工業組合連合会と共同出展します。
本展には環境への関心の高い一般消費者やビジネスパー
ソン、行政・自治体など環境を取り巻く多様なステークホ
ルダーが一堂に集います。
この出展を通じて、さまざまな
容器包装材がある中で、2024 年
度リサイクル率が 94.4％（2011 年
度から 13年連続 90％以上維持し、
2025 年迄に「93％以上維持する。」
という自主行動計画の目標を達
成）を誇る一般缶（スチール缶）
は循環型社会の優等生であること
を広くＰＲします。

エコプロエコプロ２０２6２０２6にに
共同出展します!共同出展します!

令和８年12月２日(水)～４日(金) 10:00～17:00会期
東京ビッグサイト東ホール会場 

全日本一般缶工業団体連合会

スチール缶について学ぶ来場者

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
８
年
５

月
27
日
大
阪
・
天
王
寺
区
石
ヶ
辻
町
の
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
合
同
部
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
７
人
。
内
容
は
次
の
通
り
。

各
社
の
近
況
報
告
に
つ
い
て

１本
年
２
月
以
降
の
各
社
の
近
況
報
告
に
つ
い
て

は
昨
年
は
、
関
西
万
博
で
缶
需
要
（
特
に
菓
子
缶
）

が
増
大
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
に
入
っ
て
鋼
材
の
値
上
げ
の
動

き
が
見
ら
れ
る
。

種
々
の
内
容
の
意
見
交
換
を
行
い
詳
細
は
メ
ン

バ
ー
相
互
間
で
話
し
合
わ
れ
た
。

中
東
情
勢
で
の
原
油
価
格
ア
ッ
プ
等
に
よ
る
、

コ
ス
ト
ア
ッ
プ（
原
材
料・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

等
）へ
の
影
響
の
状
況
に
つ
い
て

2中
東
情
勢
で
の
資
材
調
達
が
難
し
く
、
特
に
印

刷
関
係
の
値
上
げ
が
窮
迫
し
て
い
る
。

ま
た
、
資
材
の
確
保
や
在
庫
調
整
に
も
苦
慮
し

て
い
る
こ
と
、
価
格
面
で
の
影
響
も
み
ら
れ
る
。

中
東
情
勢
で
の
石
油
関
係
に
関
す
る
、
ナ
フ
サ

等
の
問
題
は
、
先
行
に
不
安
を
感
じ
、
そ
の
他
に

関
連
が
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
望
む
。

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会
の

討
議
事
項
の
事
前
打
合
せ

3場
所
は
、
東
京
『
鉄
二
健
保
会
館
』
会
議
室
で

開
催
（
６
月
５
日
）
す
る
。

討
議
テ
ー
マ
は
、
各
社
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
課

題
に
つ
い
て
と
近
況
報
告
を
踏
ま
え
意
見
交
換
し
、

種
々
の
問
題
を
討
議
報
告
す
る
。

そ
の
他

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
等

4昨
年
の
夏
が
酷
暑
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
伺
う
。

○
社
員
か
ら
要
望

飲
み
物
、
フ
ァ
ン
付
の
服
（
冷
却
）
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
等
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
へ
の
ク
ー
ラ
ー

な
ど
の
対
応
内
容
が
あ
っ
た
。

○
エ
ア
コ
ン
増
設
や
空
調
を
調
整
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
変

更
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
省
エ
ネ
対
策
の
情
報
交
換
を
行
い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西日本一般缶工業協同組合

合同部会　参加の皆さん

合
同
部
会
を
開
催
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全
日
本
金
属
印
刷
工
業

協
同
組
合
連
合
会

会　

長  

菅 

谷 

誠 

一

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
─
二
─
六

本
所
ビ
ル
二
階

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町二─

二
七
五

電　

話 

〇
四
八（
六
六
五
）一
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
六
五
一
）九
〇
三
一

代
表
取
締
役
社
長  

西 

尾 

文 

隆

日
本
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
─
一
八
─
一

電　

話 

〇
三（
四
五
三
一
）六
八
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
二
八
〇
）八
一
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

甲 

斐 

政 

浩

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

広 

瀬 

政 

之

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
─
六
─
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
六
八
六
七
）四
九
九
六

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ 

今 
井　

 
正

日
本
製
鉄
株
式
会
社

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
─
二
八
─
一
二

電　

話 

〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

代
表
取
締
役
社
長  

松 

本 

旭 

央

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
久
喜
市
清
久
町
二
─
三

電　

話 

〇
四
八
〇（
九
六
）一
六
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
〇（
九
六
）一
七
四
三

代
表
取
締
役  

最 

上  

裕 

光

最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

理
事
長  

安 

藤 
宏 
行

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋

二
─
四
─
一
七  
千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話 

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

理
事
長  

最 

上  

裕 

光

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会　

長  

最 

上 　

 

裕 

光

副
会
長  

安 

藤 　

 

宏 

行

副
会
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
─
三
七
─
六

電　

話 

〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

 

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

亜 

津 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
吉
川
市
土
場
九
三

電　

話 

〇
四
八（
九
八
一
）〇
四
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
八
一
）〇
四
七
六

代
表
取
締
役  

横 

川 

達 

也

株
式
会
社
東
都
製
缶

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
─
六

電　

話 

〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役  

安 

生 

智 

基

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
─
四
六
─
九

電　

話 

〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

岩 

田 

明 

義

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話 

〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

芳 

次 

郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

一
─
一
三
─
一

電　

話 

〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水 

戸 

部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

一
─
七
─
三
八

電　

話 
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役
社
長  

渡 

邊 

達 

也

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
─
五
─
一
六

電　

話 

〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

剛 

志

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
─
二
四

電　

話 

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
─
三
─
二
八

電　

話 

〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
─
二
八
─
一
一

電　

話 

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役  

廣 

濵 

庄 

一 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八
─
二

電　

話 

〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

五
─
一
一
─
二
四

電　

話 

〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
─
七
─
二
〇

電　

話 

〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

板 

垣 　

毅

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
─
五
─
二
〇

電　

話 

〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満 

里 

子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

四
─
一
〇
─
四
四

電　

話 

〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

株
式
会
社
ゼ
ン
ユ
ー

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話 

〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
多
賀
西
松
ヶ
花
一

電　

話 

〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

一般缶連合会ニュース／第145号（令和8年7月31日）6

《 修正日 ： 26/07/27 15:21　出力日 ： 26/07/27 18:32 》 

《 08_一般缶ニュース145_広告 》 



静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
豊
田
二
─
八
─
八

電　

話 

〇
五
四（
二
八
七
）〇
一
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
四（
二
八
七
）〇
五
〇
五

代
表
取
締
役  

松 

永 

明 

人

静
岡
製
缶
有
限
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

代
表
取
締
役  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

二
─
四
─
三
四

電　

話 

〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋　

 

徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
〇

電　

話 

〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

五
─
一
一
─
二
四

電　

話 

〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  
山 
本 
浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
─
四
八
─
一
五

電　

話 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
─
一
四
五

電　

話 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

藪 

内 

敏 

行

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
─
七
一

電　

話 

〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 
村 　

定

中
村
商
事
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
─
五
─
一
五

電　

話 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

川 

合 

正 

明

富

安

株

式

会

社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
三
─
一
〇
─
九

電　

話 

〇
三（
三
六
二
五
）六
一
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
五
）六
一
〇
四

代
表
取
締
役  

若 

松 

幹 
雄

株
式
会
社
日
本
金
属
印
刷
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

 

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井 

洋 

祐

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
─
三

電　

話 

〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿

冨
田
四
四
六

電　

話 

〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

石 

原 

拓 

大

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役  

菊 

井 　

治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

新
里
機
工
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話 

〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連 　

一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
─
三
八
─
六

電　

話 

〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
西
條
字
附
田

八
九
─
一

電　

話 

〇
五
二（
四
四
二
）五
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
〇（
三
五
三
五
）七
三
一
七

代
表
取
締
役  

石 

川 

貴 

也

側
島
製
罐
株
式
会
社

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
豊
田
二
─
八
─
八

電　

話 

〇
五
四（
二
八
七
）〇
一
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
四（
二
八
七
）〇
五
〇
五

代
表
取
締
役  

松 

永 

明 

人

静
岡
製
罐
有
限
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

株
式
会
社

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場

代
表
取
締
役  

岩 

橋 　

徹 

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

二
─
四
─
三
四

電　

話 

〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
〇

電　

話 

〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  
木 
下 
光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役  

菊 

井 　

治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
─
四
八
─
一
五

電　

話 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
─
一
四
五

電　

話 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

津 

野 

田 
裕 
之

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
─
七
一

電　

話 

〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役  

中 

村 　

定

中
村
商
事
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
─
五
─
一
五

電　

話 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

代
表
取
締
役  

川 

合 

正 

明

富

安

株

式

会

社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
─
三
八
─
六

電　

話 

〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 
之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
三
─
一
〇
─
九

電　

話 

〇
三（
三
六
二
五
）六
一
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
五
）六
一
〇
四

代
表
取
締
役  

若 

松 

幹 

雄

株
式
会
社
日
本
金
属
印
刷
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

 

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井 

洋 

祐

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
─
三

電　

話 

〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿冨

田
四
四
六
二

電　

話 

〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
─
一
四

電　

話 

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

代
表
取
締
役
社
長  

石 

原 

拓 

大

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

一
─
一
─
四
〇

電　

話 
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

歩 

美

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
─
一
二
─
八

電　

話 

〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

 

代
表
取
締
役
社
長  

松 

本 

勝 

俊 

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話 

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役  

山 

本 

亮 

太

株
式
会
社
Ｎネ

ピ

ユ

ー

・
Ｐ・
Ｗ
技
研

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
─
七
─
一

電　

話 

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話 

〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連 　

一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

株
式
会
社

城
北
錻
力
印
刷
工
業
所

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

三 

徳

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
─
一

電　

話 

〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

株
式
会
社セゾ

ン
保
険
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長  

渡 

邊 

美 

彦

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
─
二
一
─
一

電　

話 

〇
三（
三
九
八
八
）一
五
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
八
五
）八
二
三
七

東
京
都
葛
飾
区
西
新
小
岩
五
─
一
七
─
一
八

電　

話 

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 

貫 

雄  

一

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社

愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役  

菅 

井 

秀 

容

東
京
都
渋
谷
区
本
町
二
─
三
九
─
一
四

電　

話 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
六

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
─
三
一
─
一
八

電　

話 

〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役  

川 

島 

大 

吾

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

一
─
二
二
─
一
四

電　

話 

〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
─
六
─
三

電　

話 

〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

是
松
鋼
商
株
式
会
社

一般缶連合会ニュース／第145号（令和8年7月31日）7

《 修正日 ： 26/07/27 15:21　出力日 ： 26/07/27 18:32 》 

《 08_一般缶ニュース145_広告 》 



	

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

	

連
合
会
共
同
開
催

	

「
新
年
会（
名
称
未
定
）」

1
／
15	

第
２
回
理
事
会（
役
員
会
）

合
伝
言
板

組
《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
協
力
会
員
・
西
日
本
賛
助
会
員
） 

…
…

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
ブ
リ
キ
セ
ン
タ
ー
㈱

代
表
取
締
役
社
長　

瓜
生 

康
浩

令
和
８
年
４
月

《
脱
退
会
員
》

（
東
日
本
協
賛
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

旭
紙
業
㈱　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

《
住
所
変
更
》

大
阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合

〒
5
6
4
‒
0
0
1
2

大
阪
府
吹
田
市
南
正
雀
１‒
２８
‒１

令
和
８
年
７
月
１
日
よ
り

三
位
新
藤 

大
介
氏

50
48
98
20
78

（
エ
イ
コ
ー
）

シ
ニ
ア
枠

優
勝
小
黒 

保
満
氏

44
43
87
5
82

（
日
進
製
缶
）

　

次
回
は
令
和
８
年
11
月
12
日
に
開
催
予
定
。

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

令
和
８
年
６
月
２
日
、奈
良
県
の
奈
良
国
際

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
の
開
催
は
、台
風
６
号
の
影

響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

＊
次
回
は
令
和
８
年
10
月
28
日
に
行
う
予
定
。

令
和
８
年
２
月
か
ら７月

ま
で
の
行
事

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
８
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
／
5	

第
45
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
12	

第
５
回
理
事
会

3
／
18	

鉄
二
健
保
組
合「
子
ど
も
・
子
育
て

	

支
援
金
等
に
つい
て
」の
説
明
会

3
／
19	

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

4
／
6	

第
１
回
人
材
育
成
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

4
／
8	

第
78
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
9	

監
事
会

4
／
21	

第
２
回
人
材
育
成
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

4
／
23	

第
１
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

5
／
21	

第
48
回
通
常
総
会

6
／
11	

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合

	

「
算
定
基
礎
説
明
会
」

6
／
16	

第
３
回
人
材
育
成
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
８
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
／
25	

役
員
会

4
／
14	

４
Ｓ
会
ゴ
ル
フ
会

5
／
19	

第
58
期
通
常
総
会

5
／
27	

合
同
部
会

6
／
2	

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会（
中
止
）

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

令
和
８
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
／
12	

第
３
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

3
／
16	

令
和
８
年
度
第
１
回
全
国
流
通

	

委
員
会
・
部
会
協
議
会
運
営
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

4
／
２	

「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
６
」第
１
回
運
営
委
員
会

	

（
Z
o
o
m
）

4
／
7	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

5
／
19	

会
計
監
査

5
／
28	

第
１
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
Z
o
o
m
）

5
／
28	

「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	
２
０
２
６
」第
２
回
運
営
委
員
会

	
（
Z
o
o
m
）

6
／
5	

第
48
回
定
時
総
会

6
／
5	

第
49
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

	

協
議
会

7
／
7	

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶	
工
業
組
合

	

連
合
会「
第
26
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
18
」

7
／
10	

「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
６
」

7
／
28	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

令
和
８
年
８
月
か
ら

令
和
９
年
１
月
ま
で
の
行
事
予
定

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
8
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
／
3　

第
３
回
理
事
会（
役
員
会
）

11
／
12	

第
79
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

11
／
20　

第
４
回
理
事
会（
役
員
会
）

11
／
20　

流
通
・
交
流
委
員
会
主
催
会
議

11
／
20　

忘
年
会

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
８
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
／
7	

役
員
会　

9
／
17	

大
阪
府
中
央
会
大
会

10
／
中
旬　
４
Ｓ
会

10
／
28	

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

11
／
18	

合
同
部
会

12
／
４	

役
員
会

令
和
９
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
／
5	

組
合
新
春
懇
親
会

1
／
上
旬　

大
阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合

	

「
新
年
互
礼
会
」

1
／
21	

合
同
部
会
・
技
術
交
流
会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

令
和
8
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

10
／
未
定　

経
済
産
業
省
金
属
課

	

「
令
和
８
年
度

	

一
般
缶
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

12
／
2
～
4「
エコ
プ
ロ
２
０
２
６
」共
同
出
展

令
和
９
年 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
／
未
定　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
15	

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
・

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

令
和
８
年
４
月
８
日
ス
タ
ー
ツ
笠
間
ゴ
ル
フ

俱
楽
部
で
第
78
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
25
人
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝
阿
部 

忠
司
氏

45
44
89
17
72

（
大
成
ブ
リ
キ
印
刷
）

二
位
海
老
塚 

与
将
氏

43
45
88
11
77

（
エ
ム
・
イ
ー・
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

ＣＰＳＭ会 参加者の皆様

東
京
都
狛
江
市
岩
戸
北
三
─
一
一
─
九

電　

話 

〇
三（
三
四
八
八
）四
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
四
三
〇
）〇
四
三
七

代
表
取
締
役
社
長  

鈴 
木 
信 
夫

千
代
田
第
一
工
業
株
式
会
社

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
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